
 

 

 

 

 

月日    月   日 月   日   月   日 

経過 日齢 0  日齢 1 日齢 2 

目

標 

・子宮外環境への適応を支援します 
呼吸状態の安定化 
低体温の予防 
哺乳の促進、低血糖の予防 

・安心して母子同室できるよう支援
します 

処
置
・
観
察 

・リストバンドを装着します 
・モニターを装着し呼吸状態を観察します 
・必要時に酸素等を投与します  
・十分に保温し低体温を予防します 
・定期的に黄疸の検査を行い、必要時は光線療法を行います  

・血糖値を測定し低血糖を予防します 
・定期的に体重を測定します 

 

栄
養 

・母乳栄養を支援します 
・必要時に胃チューブを挿入します 
・必要時に排便処置などを行います 

・ビタミン Kを内服します 

・日齢 4 に 
ビタミン Kを内服します 

注

射 

・低血糖・哺乳不良・電解質異常などあれば点滴を行います  
・必要時に抗生物質を投与します 

検
査 

 
・血液・超音波・細菌検査等を行います 
・必要時に X線検査を行います 
 

・母子同室/新生児室退院後に先天
代謝異常症や新生児聴覚スクリ
ーニング検査を行います 

行

動 

・手指消毒や入室ルールなどの感染対
策にご協力ください 

 

・定期的に清拭・沐浴を行います ・母子同室/新生児室退院後に助産
師から沐浴や直接母乳の支援を
行います 

説

明 

・医師より入院時の説明を行います 
 
 
 
・看護師より入院時の説明を行います 
入院中の生活や面会について 

 
 
 

・赤ちゃんの状態についてお気軽にご
質問ください 

 

・呼吸、体温、哺乳等に問題がなけ
れば母子同室/新生児室へ退院と
なります 

 
 
・日齢 4に新生児科医が診察します 
・黄疸や体重増加不良などによって
再入院になる場合もあります 

 

 

 

 

＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。 

＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。 

種々の都合により、予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。 
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説明医師 

説明看護師（外来） 

看護師（病棟） 


